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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 本日、畑山勝司様、村上幸子様、佐々木みね様、それぞれ西Ｂユニットへ転棟となっています。

· 窪田政司様、3月29日、退院予定（城北病院へ）
· Ｂユニットの塗装工事に入ります。

· オフィス内の整理整頓をしましょう（下記参照）

＜隔離室使用中患者様＞

· 畑中成夫様…昨日、短時間退室時にはドアに体当たりする事があり。理由については「神の　　　
命令で…」と言われている。その他は衝動行為などない。

退室前には本人に調子を聞き、無理な退室の求めない。また、表情の硬さや戸惑いがある場合は本人の意思を充分に確認し、退室する。少なくとも男性スタッフ２名が付添いし他スタッフからも退室状況が観察できる体制つくりをする事。

· 砂葉良子様…終日隔離中。脱衣行為、奇声、放尿は続いている。

　　　　　　　　躁状態の観察は勿論だが、身体管理（栄養摂取状況・褥創部位の観察）を徹底する事。尿失禁回数多い為、その都度、環境整備を実施していくこと。

・木ノ下　ツヨ様…時間隔離中。夜間の睡眠が十分にとれていない。行動、言動にまとまりがない。22日より増薬となっている。

　　　　　　　　　増薬となっているため、副作用（振戦、脱力）の出現に注意する事。日中開放時にはつねに居場所を確認しておくこと。

＜要注目患者様＞

下山　聡様…血圧低値で経過しており、経口からの水分・食事摂取、内服が困難となっているた

め内服薬は中止となっている。本日、牛乳を摂取するが苦痛表情浮かべている。日

赤受診も中止となっているため（ＭＳコンチンなし）、ペインコントロールはボルタ

レン坐薬のみで対応。しかし十分な苦痛の緩和ができていない。

主治医へ報告し、ボルタレン坐薬では本人の苦痛が軽減されていない様子であるこ

とを情報提供していく。

坂　貢　様…行動のまとまりなさ、妄想的、スタッフ・患者様に対しての威嚇行為など続いている。

　　　　　　本日、スタッフ介入しているが終始、「警察が…やくざが…。」と会話がまとまらない。一時的に表情和らぐが、すぐに硬化している。周囲とのトラブルに注意し、衝動行為に注意する事。

窪田　政司様…29日退院予定。入院当初より、奇声などはなく精神症状は落ち着いていたが、発熱、脱力感が頻回にあり、身体管理を重点としてきた。歩行訓練もケアプランに含まれていたが、調子のよいときには短時間の介助歩行は出来るものの、頻度は少ない。排尿までの時間間隔が長いため十分な水分補給が必要となる。城北病院へ転院予定。

＜オフィス内の整理整頓について＞

　2～3日前の未処理の処方箋がおいていたり、カウンター、テーブルに不必要なものが置いてあることが多い。各勤務に入ったスタッフは責任を持って伝票の処理、物品の片づけをしていくこと。引継ぎが必要な場合にはきちんとしていく事。

各自の意識的な問題であり、無責任である事が目立ちます。

各勤務にはいるスタッフ業務開始時、終了後とテーブル、カウンター、処方箋、その他伝票を確認してください。







